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8月はイベント食として和

歌山県のメニュ召し上が

りました！

かきまでご飯(鯵の混ぜご

飯)やがんもと冬瓜の炊き

合わせ、きゅうりの梅和

えなど、和歌山の名産が

盛沢山でした★

アクティビティ

8月の工作では帽子型の壁飾りを作りました★

みずべ工房

庭の水やり

ありがとうございます！

季節のイベント食

脳トレのお時間！

９月のカレンダー作り♪



★みずべの苑デイサービス連絡先★ TEL 03-3598-0130

月～土 AM9:00～PM6:00 FAX   03-3598-0187

小沼or中澤まで

再度のお知らせとなります！
北区より令和５年８月１日から一年間の『介護保険負担割合証(ピンク色の証書)』がご自宅に届いらっ

しゃると思います。デイサービスで写しの保管の必要がありますので、まだこちらに御提出されていな

い方には、再度お手紙を渡しています。原本かコピー(名前、住所、割合等記載の面)をデイサービスご利

用時にご持参ください。どうぞよろしくお願い致します。

９月の特別湯は「マスカット湯」です♨お寛ぎください♪

一口メモ♪

かき氷にソースせんべい、

金魚すくいに射的、盆踊り

etc…沢山楽しみました♪

年の数だけゲッ

トするわよ！

秋の風物詩と言えばお月見。夜空を見上げ月を眺めると心が澄み渡る気持ちになりますね。この

お月見、起源は平安時代にさかのぼります。貴族の間でお酒を飲みながら歌や雅楽を楽しみ月を

愛でていました。そこから時代を経て江戸時代になってから庶民の間でも流行していきました。

庶民のお月見は収穫祭や初穂際としての意味合いが強くなり生活に密着した行事となりました。

また、お供え物としてお団子。これは月に見立てたお団子をお供えすることで収穫の感謝、翌年

の豊作を願ったとされています。ススキをお供えするのにも意味があり、悪霊や魔除けから収穫

物を守るためとされています。


